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研究成果の概要：専門家が、その専門知技と人間的な生活感覚との乖離・分断をどう克服する

か。すでに専門知の細分化・高度化・情報化が進むなか、その融合と専門コミュニケーション

を試みる研究討議を通じて、各専門家の基盤に超専門領域的な「専門的教養知」の備えが共通

して存在し、その教育・養成に共通課題として取り組む視点、学際・融合を進めるあり方と基

盤形成の課題整理と考究を深め報告書を作成した。全く新しい本研究視座は、現代の広く深刻

化した人間形成に関わる人間環境問題として、当初以上に重要性が示唆された。 

 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成１７年度 5,600,000 0 5,600,000 

平成１８年度 4,500,000 0 4,500,000 

平成１９年度 3,000,000 900.000 3,900,000 

平成２０年度 2,200,000 660,000 2,860,000 

  年度  

総 計 15,300,000 1,560,000 16,860,000 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：(分科)科学教育・教育工学、(細目)科学教育 

キーワード：(1)専門的教養知 (2)国際協力 (3)文理融合 (4)心理臨床 (5)人間知 
      (6)時空知 (7)生命知 (8)専門家連携 
   
１．研究開始当初の背景 
 平成２年に発生した神戸幼児連続殺害事
件(酒鬼薔薇聖人事件)以来、従来とは異なる
不可解な人間事象が注目されていた。 
そうした表面上は健常にみえる通常の人

間が、常識的な理解を超える行動の背景とし
ての精神構造の変化は、同年に発生した地下
鉄サリン事件において、高学歴を有する成人
においても生じている可能性が推測された。   

高度な知識や技能と人間性の乖離に関する
問題である。 

 

それから１０年以上が経過した研究開始
当初において、さらなるＩＴ化を含む社会の
高度化・複雑化のなか、あるいは知識や情報
と生身の人間生活との乖離が増幅されたた
めか、高度な先端科学・技術に関わる諸領域、
人間の生命や心に関わる諸分野において、専
門知に携わる者の状況認識や判断力及び道



徳や倫理に深く絡む人為ミスや不祥事が相
次ぐ状況にあった。 

また、こうした人為ミスや不祥事ないし事
件は、更に高度化・深刻化している様相にあ
った。それは専門知に関わる大学人・専門家
においても例外でなく、単なる倫理や業務管
理といった外枠からの規制強化では限界が
あり、何よりも研究者・専門家自身の人間的
資質に注目した取り組み視点が重要と考え
られた。 

それは専門知に携わる専門家の高度な教
養知と考え、大学や専門家養成において、専
門的な知と人間的な生活感覚との乖離現象
に注目し、実態の解明と克服可能性を、斬新
な視点「専門的教養知」として研究の照準に
おいて取り組む必要があった。 
 
２．研究の目的 
 高度な専門的知識・技術を適切に運用し得
る専門能力の総体、日常感覚・社会常識・倫
理性に根ざした超専門領域的勘・総合的眼力、
自ら主体に問い、専門的知技を創造的課題発
見・解決する能力の総体を「専門的教養知」
と呼び、その性質と働き、効果的な教育・養
成の方法について総合的に研究し、研究者並
びに大学院レベルの教養教育を考究する。 

このような教養教育は、大学学部レベルで
の幅広い多様な専門的知識の習得という伝
統的な教養教育とは照準を異にすることが
推測され、そうした教育的な側面からも探求
する。 
 
３．研究の方法 

「専門的教養知」の解明・開発は、高度化
し、細分化された全ての学問領域における共
通課題との認識から、近年社会的関心の高い
先端領域を含む切り口を勘案した「生命知」
(生命倫理・環境保全)・「時空知」（社会歴史
文化的課題）・「人間知」（心理臨床学的知技）
の３研究部門から、実践的フィールド研究を
中軸においた多様な領域にわたる第一線の
専門家及び専門家を志望する大学院生を含
む、超部門的・超世代的な学際シンポジウム
などを通じた新鮮で自由な討議により、全く
異なる専門知に携わる専門家による相互通
用性をもつ議論が可能かどうかを検証しな
がら、専門融合化による総合的な「専門的教
養知」の輪郭のモデル化をめざし、新しい専
門教育のあり方を考究し、内外に発信する。 
 
４．研究成果 
 分担研究者の各所属学会・学術誌等での研
究発表及び研究論文の報告を行った。 

また、多様な専門分野の連携研究者(４年
度間延べ１６０名)とともに総合的な研究討
議(ラウンドテーブルディスカッション)を
毎年度実施し、以下の開催題目と討議テーマ

内容による討議記録を中心に報告書をまと
め、新たな課題を発見・提起した。 
①邂逅：実践フィールドと専門知の個性(平

成１７年度 188 頁) 
②眼差：臨床実践フィールドに根ざした専門 

的教養知の作法を考える(平成１８
年度 131 頁) 

③初心：研究フィールドとしての人間環境を
考える(平成１８年度 162 頁) 

④素心：専門知に息吹く教養と美(平成１９
年度 229 頁) 

⑤縁起：専門性を生きる備えと教養（平成２
０年度 243 頁） 

⑥研究成果総括報告書(平成２０年度 91 頁) 
 これら報告書に集約した年度毎の総括議
論には、心身医学、精神医学、小児・神経内
科、口腔外科、免疫腫瘍学などの医師及び医
学教育学、都市環境デザイン、深海生物学、
建築家、染織工芸家、国際水資源コンサルタ
ント、企業誌編集者、国際協力ボランティア
活動家、教育社会学、メディア文化論、教育・
福祉行政、学校教育、スポーツ指導者、現職
教員、そしてスクールカウンセラー、心理臨
床学などの文理にまたがる国内外で活躍す
る第一線の専門家が直接対話に参加し熱心
な討議を行った。 
その結果、全く専門用語が異なるにもかか

わらず、相互に共通理解が促進され、同時に
率直なコメント及び提言を交わすことが可
能であることが共通認識された。 
最近の学界でも「専門コミュニケーショ

ン」・「科学コミュニケーション」といった視
点が注目されてきたが、その可能性を確認す
ることができた。 
これを可能にする専門家の共通資質とし

て、専門知に携わる人間性に基づく専門家間
の人間関係能力を共通認識するに至ったと
思われ、ここに「専門的教養知」の存在が明
らかにされた。 
この資質は、高度で先端的な研究において

必然となる研究者連携の研究実践体験、フィ
ールド科学研究に必然となる学際連携体験
を基盤に形成されることが推測され、ここに
専門知と教養知の乖離を克服する可能性が
考えられた。 
展望としては、本研究で設定したシンポジ

ウムのような、ＦＤをはじめより多様なフィ
ールド科学的研究を媒介する学際的な研究
者連携の場が教育研究環境としてシステム
化され、その日常的な研究者間の人間関係が
活性化される必要性が考えられた。 
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中尾 安次(NAKAO YASUJI) 
京都市立・市立桃陽病院・院長 
小西 哲郎(KONISHI TETURO) 
独立行政法人国立病院機構・宇多野病院・
副院長 
蔭山 英順(KAGEYAMA HIDENORI) 
名古屋大学・教育発達科学研究科・教授 
伊藤 弥生(ITO YAYOI) 
九州産業大学・国際文化学部・准教授 
才藤 千津子（SAITO CHIZUKO） 
同志社女子大学・現在社会学部・准教授 
高山 和雄（TAKAYAMA KAZUO） 
筑紫女学園・講師 
廣田 崇夫(HIROTA TAKAO) 
独立行政法人国際交流基金京都支部・部長 
川部 哲也(KAWABE TETSUYA) 
京都大学・教育学研究科・助教 
片畑 真由美(KATAHATA MAYUMI) 
京都大学・教育学研究科・助教 
山本 岳（YAMAMOTO TAKESHI） 
長岡京市・市立長岡第二中学校・教頭 
中垣 ますみ(NAKAGAKI MASUMI) 
京都府教育委員会・丹後教育局・ 
指導主事 
高木 直美(TAKAGI NAOMI) 
株式会社サード・ステージ・ 
代表取締役 


